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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・久芳　実都様～田名部Dr確認し、西病棟Aユニット移動可の指示あり。
・岡田　由太郎様～食事摂取量少ない為1日分点滴処方となる。
・熊谷　樹里様～4/24は馬渡Ｄｒ不在の為、クロザリルは田名部Ｄｒより処方してもらっ
　　　　　　　　て下さい。馬渡Ｄｒから田名部Ｄｒへは連絡済です。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。スタッフコール時大声だが、妄想発言や不穏・興奮は無い。靴下交換や食後の飲み物要求あるが、過度とはならず、対応にて落ち着く事出来ている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離継続中。自室内を徘徊しているが奇声目立たず。食後、ドア蹴りあり。注意にて止める事出来ている。服薬拒否無し。開錠時強引に出てこようとする事も無い。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・柏山　知也様～終日隔離中。食事は各食全量摂取。服薬拒否無し。対面時妄想発言聞かれるが、切迫した様子や不穏・興奮は無い。13:20主治医より開放観察の指示にて、説明後開錠し開放観察開始。開放中洗面等日課行っている。
　　　　　　　　妄想発言は持続もスタッフ見守りにて不穏・興奮無く、落ち着いて過ごす事出来ている。明日より午前2時間の開放観察実施となる。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・藤井　崇史様～終日隔離中。時折大声で叫ぶ・隣室者と言い合いになる事あるが、注意にて止める事は出来ている。対面時表情硬さ・眼光鋭さあり、妄想発言も聞かれているが、易怒性・粗暴行為は無い。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。表情硬さ・眼光鋭さ見られている。10:50「11:00迄にここから出して下さい。出ないとここが爆発します。」と来詰しては妄想発言あり。スタッフを替えては話しており、スタッフの傍まで詰め寄り、同訴えを繰り返し、切迫した様子見られている。主治医へ報告し、時間早めて、時間隔離開始の指示あり。本人を自室へ誘導し、説明後、施錠、時間隔離開始している。昼食全量摂取。服薬も一時的に渋っているが、再三説明・促しにて内服している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞
・上村　節子様～昼過ぎよりライン弄り、体動活発となりミトン着用している。本日家族面談実施し、在宅での療養希望した事から4/26小倉Dr診察予定となる。診察後、今後について再検討していく事となる。
・沼畑　勲様～深夜帯にて転倒。左前額部に腫脹あり。深澤Drへ報告。3日間バイタル3検し、異常無ければ1検に戻していいとのこと。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・和田　昌様～気分高揚さある為、本日よりフルニトラゼパム1mg→2mgへ増量、バルプロ
酸Na追加、便秘傾向の為ビオスリー追加となり以後定期にて処方。また、
次週定期より上記に加え、オランザピンOD 5mg→10mgへ増量となる。
・藤井　崇史様～興奮状態続いているため、本日よりバルプロ酸Na 400mg→800mgへ増量、以後定期にて処方となる。

・新堂　寿子様～シンラック2本処方となる。定期薬処方変更なし。
・河原木　泰志様～定期薬処方変更なし。

・清水　進様～定期薬処方変更なし。
・野田　敏治様～定期薬処方変更なし。

＜新入院患者様情報＞
　　　日時：4月20日　12：04
　病棟病室：東病棟Ａユニット16号室

　氏　　名：小澤　和子様

　生年月日：昭和30年1月17日　63歳

　性　　別：女性

　病　　名：統合失調症

　入院形態：任意入院（当院2回目）

　　担当医：田名部Dr

　

（経過）

　平成29年12月22日当院退院後、あおぞらクリニックにて外来通院継続していた。定期の筋注は継続し経過観察していた。デイケアを勧めていたが、本人に通所する意志がなく、再三、説得するものの通所には至らず。興奮などの症状は無いが、清潔が全く保てず、悪臭を放っている状態で、健全な日常生活からは程遠い状態である。兄様も無頓着で本人の生活の面倒をみる事が出来ていない状態であり、自宅での対応が困難状況であるとのことで、平成30年4月20日12：04東病棟Ａユニットへ入院となる。
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